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■■ エコポイントって知ってますか？

エコポイントとは、個人の小さな環境配慮行動
（エコ行動）に対してポイントを発行し、貯めたエ
コポイントでまたエコ行動が促進されるCO2削減
の画期的なアイデアです。このエコポイントの取
組みが日本国内で広まるきっかけとなった背景に
は、1人の技術者がいました。名古屋大学大学院の
森川高行教授です。
■■ きっかけは“なごや交通戦略”

自動車依存型の大都市「名古屋」において、車の
利用割合を大胆に減らす目標を掲げた「なごや交
通戦略」が、2004 年に名古屋市長へ答申されました。
森川先生はその策定メンバーの一人として、公
共交通の運賃値下げに比べ、ポイント制度は還元
率が低い割に利用者のお得感を生んで行動を変え
やすいと考えて、自動車乗入れ課金とポイント制
度を組み合わせた交通需要マネジメント政策を提
案していました。
しかし、乗入れ課金は時期尚早ということで、

公共交通に対する「エコポイント」が残る形で
「なごや交通戦略」の核となる施策として盛り込ま
れました。
2004、2005 年には、名古屋市、名古屋大学、

NPO法人エコデザイン市民社会フォーラムらが主
催して、交通エコポイント（愛称エコポ
ン）の社会実験を行いました。エコポン
は鉄道駅などにある「エコポンカード

リーダー」に IC チップを
かざすとポイントが貯まり、
携帯電話のメールで自分の
ポイント数、お得な地域情
報、環境改善効果などが配
信され、自分のエコ行動に
よる効果が目に見えるとと
もに、貯めたポイントで地
下鉄のプリペイドカードや
エコ商品がもらえるという仕組みです。
■■ “愛・地球博”でぶつかった壁

一方、森川先生は1995年に設立された、愛知万
博のコンセプトを考える「愛知県若手の会」にも
参加していました。この研究会で森川先生は市民
運動家や芸術家など、土木とは異なったさまざま
な分野・業種の人たちと出会い、交流を深めてい
きました。万博誘致成功後は、博覧会協会の観客
輸送チームのサブリーダーとして計画づくりにも
参加する一方で、環境万博の理念と会場計画が矛
盾することから、上記の研究会メンバーや環境保
護団体らと活動を始め、当局に苦言を呈する「意
見書」を提出するなどしました。その後、万博の
会場計画問題がマスコミで取り上げられ、市民参
加型で行政、市民、各種団体などが同じテーブル
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図- 1 エコポイントが実現するまで写真- 1 松原名古屋市長に説明する森川氏
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でオープンな議論をする「愛知万博検討会議」が
発足し、会場計画が大幅に変更されました。森川
先生はこれらの活動を通して、「自分の世界は狭か
った。これからは土木工学が本来もつ『市民のた
めの総合工学』を座学だけでなく実践できないだ
ろうか」と考え始めました。
■■ “なごや交通戦略”と“愛・地球博”の出会い

森川先生が「愛知県若手の会」で知り合い、博
覧会協会の委員会で再会した、中部地方の代表的
市民環境活動家の萩原喜之氏は、エコ行動ポイン
トを愛知万博で導入したいと粘り強く協会に提案
し続けていました。森川先生は、「交通エコポイン
ト」と、萩原氏の提案するエコ行動ポイントは同
じ趣旨の活動だと考え、萩原氏らとNPO法人エコ
デザイン市民社会フォーラム（萩原氏が代表）を
設立し、愛知万博で 2つのポイント制を連携させ
た『EXPOエコマネー』を導入することになった
のです。
■■ イベントで終わらない恒久的なシステムを

EXPOエコマネー
は、愛･地球博の中
で大ブームを引き起
こし、博覧会協会は
万博終了後も 1年間
の事業継続を決めま
した。2005 年 11 月
に名古屋市内でエコ
マネーセンターを再
オープンしました

が、センターへの入場は万博にも匹敵する 3時間
待ちを要する人気ぶりでした。森川先生は「イベ
ントによる一過性ではなく、万博が終わっても後
世に残せる恒久的な仕組みにしたい」と考え、ポ
イントの対象も公共交通機関利用、レジ袋の辞退、
エコ商品の購入、植林への寄付などのさまざまな
エコ行動に拡げつつあります。地元事業者だけで
なく、大手コンビニチェーンの協賛も決まるなど、
エコポイント活動は広がりを見せつつありますが、
企業などに協力を呼びかける森川先生らの奮闘の
毎日は続いています。

参考文献
1）公共交通エコポイント社会実験公式ホームページ
http://www.ecopon.jp/index.html

2）愛地球博 EXPOエコマネーホームページ　http://eem.jp/jp/

――一番苦労したことはどんなことですか？

森川氏：貯まったポイントを還元するた

めの企業協賛を募るのが大変でした。し

かし活動が広まるにつれてさまざまな企

業が賛同してくれ、企業の自発的な行動

は意外に得られるものだと思えるように

なりました。

―― 今後はどのような展開がありそうで

すか？

森川氏：愛･地球博で大変話題を呼んだ「EXPO エコマネー」

は、「エコポン」と融合して、環境に対する価値を通常のお金

とは違うかたちで表現し流通させていきます。環境問題は環境

税でしか解決できないと思われがちですが、このような「自発

性の連鎖」による方法もあることを示したいですね。

――森川先生のような活動に興味をもち、取り組みたいと考え

る方にメッセージをお願いします。

森川氏：土木工学はハードだけでなく、社会システムの変革に

も取り組めます。土木の人は広い視野と知識をもった人が多い

ので、いろいろな分野の人と柔軟に連携できます。その資質を

活かしてがんばってください。

森川高行氏にインタビュー

Column 1

森川高行氏

一言でいうと「志民」だなあと思う。お

互い万博の企画運営委員をしていたと

き、国、博覧会協会に対しギリギリの局

面を迎え内部の人間として意見書を出す

ことに。大学教授、協会の交通計画のリ

ーダーという立場で大丈夫かと聞いてし

まったことがある。筋を通す人だ。会議の後は深夜になる。そ

こから明け方まで何軒も酒につきあわされることが唯一困るこ

とかなあ。

森川高行氏はどんな人？
NPO
エコデザイン市民社会フォーラム代表

萩原喜之氏のコメント

Column 2

萩原喜之氏

写真- 3 大人気の EXPO のエコ
マネーセンター

〉〉あなたのまわりに行動する技術者はいませんか？
新しい発想で、国土・地域づくりや地域に貢献する活動に取り組
んでいる技術者をご紹介ください。自薦・他薦は問いません。

●申込先：行動する技術者たち取材班
E-mail アドレス： kwatanabe@ibs.or.jp
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